
10

20

JP 3248355 U 2024.9.11

(19)日本国特許庁(JP) (12)登録実用新案公報(U) (11)登録番号　　
実用新案登録第3248355号

(U3248355)
(24)登録日　令和6年9月11日(2024.9.11)(45)発行日　令和6年9月20日(2024.9.20)

(54)【考案の名称】　電池ハウジング、リチウム電池及びその電子製品

(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｍ 50/103 (2021.01)
　   Ｈ０１Ｍ 50/15 (2021.01)
　   Ｈ０１Ｍ 50/169 (2021.01)
　   Ｈ０１Ｍ 50/133 (2021.01)
　   Ｈ０１Ｍ 50/107 (2021.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｍ 50/103 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 50/15 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 50/169 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 50/133 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 50/107 　　　　 　　　

(21)出願番号　 実願2024-600138(U2024-600138)
(86)(22)出願日　 令和4年10月14日(2022.10.14)
(86)国際出願番号　 PCT/CN2022/125295
(87)国際公開番号　 WO2023/066145
(87)国際公開日　 令和5年4月27日(2023.4.27)
(31)優先権主張番号　202122515309.2      
(32)優先日　 令和3年10月19日(2021.10.19)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

中国(CN)

(73)実用新案権者　524144316
恵州▲リ▼威新能源科技有限公司
中華人民共和国  ５１６１００  広東省恵 
州市博羅県園洲鎮東坡大道欣旺達産業園 
４号、５号、６号、１７号厂房１－４楼 
、１８号厂房

(74)代理人　 100230086
弁理士　譚  粟元

(72)考案者　 張  科林
中華人民共和国  ５１６１００  広東省恵 
州市博羅県園洲鎮東坡大道欣旺達産業園 
４号、５号、６号、１７号厂房１－４楼 
、１８号厂房

(72)考案者　 陳  賢鋭
中華人民共和国  ５１６１００  広東省恵 

最終頁に続く

(57)【要約】
  本考案は、電池製造の技術分野に属し、具体的には電 
池ハウジング、リチウム電池及びその電子製品を開示し 
、電池ハウジングであって、内部に収容室が設置され、 
上下両端がそれぞれ開放され、側壁に第１貫通穴が開け 
られる筐体と、前記筐体の上端に固定して取り付けられ 
、前記筐体の上端の開放口をカバーする第１カバープレ 
ートと、前記筐体の下端に固定して取り付けられ、前記 
筐体の下端の開放口をカバーする第２カバープレートと 
を含む。本考案では、筐体にフランジエッジを設置する 
必要がなく、電池全体のエネルギー密度を高め、また、 
第１カバープレート及び第２カバープレートを採用して 
それぞれ筐体の上下両端をシールするため、筐体と第１ 
カバープレートとの間の接触面、及び、筐体と第２カバ 
ープレートとの間の接触面が水平状態にあり、従来の電 
池ハウジングに比べて、円弧状遷移面を設置する必要が 
なく、電池ハウジングの頂部のコーナＲ領域が電池セル 
を押さえるリスクを回避し、電池の使用安全性を高める 
。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全12頁）　最終頁に続く
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 池 ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、
　 内 部 に 収 容 室 が 設 置 さ れ 、 上 下 両 端 が そ れ ぞ れ 開 放 さ れ 、 側 壁 に 第 １ 貫 通 穴 が 開 け ら れ  
る 筐 体 と 、
　 前 記 筐 体 の 上 端 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 筐 体 の 上 端 の 開 放 口 を カ バ ー す る 第 １ カ  
バ ー プ レ ー ト と 、
　 前 記 筐 体 の 下 端 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 筐 体 の 下 端 の 開 放 口 を カ バ ー す る 第 ２ カ  
バ ー プ レ ー ト と を 含 む 、
　 こ と を 特 徴 と す る 電 池 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ カ バ ー プ レ ー ト 及 び 前 記 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト の う ち の 少 な く と も １ つ に は 防 爆  
装 置 が 設 置 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 筐 体 の 側 壁 に は 注 液 孔 が 開 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 ハ ウ  
ジ ン グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ カ バ ー プ レ ー ト 及 び 前 記 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト は 、 矩 形 又 は 円 形 構 造 で あ る 、 こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 筐 体 の 厚 さ は 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の  
電 池 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 リ チ ウ ム 電 池 で あ っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 ハ ウ ジ ン グ 、 電 池 セ ル 、 第 １ 接 続 部 材 及  
び 第 ２ 接 続 部 材 を 含 み 、 前 記 電 池 セ ル は 、 前 記 収 容 室 内 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第  
１ 接 続 部 材 は 、 前 記 第 １ 貫 通 穴 に 挿 着 さ れ 、 前 記 第 ２ 接 続 部 材 は 、 前 記 筐 体 に 固 定 し て 取  
り 付 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る リ チ ウ ム 電 池 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 電 池 セ ル に は 第 １ タ ブ 及 び 第 ２ タ ブ が 設 置 さ れ 、 前 記 第 １ タ ブ は 、 前 記 第 １ 接 続 部  
材 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ タ ブ は 、 前 記 筐 体 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 ６ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 接 続 部 材 は 、 接 続 シ ー ト 、 第 １ 絶 縁 シ ー ト 、 第 ２ 絶 縁 シ ー ト 及 び ポ ス ト を 含 み  
、 前 記 接 続 シ ー ト 及 び 前 記 第 １ 絶 縁 シ ー ト は 、 前 記 筐 体 内 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記  
第 ２ 絶 縁 シ ー ト は 、 前 記 筐 体 の 外 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ポ ス ト は 、 前 記 第 ２ 絶 縁  
シ ー ト 、 前 記 第 １ 貫 通 穴 、 前 記 第 １ 絶 縁 シ ー ト 及 び 前 記 接 続 シ ー ト を 順 に 貫 通 す る 、 こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ 接 続 部 材 は 、 ニ ッ ケ ル シ ー ト で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の リ チ  
ウ ム 電 池 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 電 子 製 品 で あ っ て 、 請 求 項 ６ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 電 子 製 品  
。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 電 池 製 造 の 技 術 分 野 に 属 し 、 具 体 的 に は 電 池 ハ ウ ジ ン グ 、 リ チ ウ ム 電 池 及 び そ  
の 電 子 製 品 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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携 帯 電 話 の 機 能 の 増 加 に 伴 い 、 消 費 電 力 が 増 加 し て い る 。 そ れ に 応 じ て 電 池 容 量 が 増 加 す  
る こ と が 要 求 さ れ る 。 携 帯 電 話 を 小 型 化 す る た め に は 、 電 池 を 小 さ く し た り 、 薄 く し た り  
す る の が 最 も 効 果 的 な 方 法 で あ る 。 ４ ｍ ｍ 以 下 の 厚 さ の 電 池 は 、 薄 型 携 帯 電 話 の 構 成 の 主  
流 に な る 傾 向 が あ る 。 こ れ と 類 似 し て 、 ノ ー ト パ ソ コ ン 、 ブ ル ー ト ゥ ー ス イ ヤ ホ ン 、 モ ビ  
リ テ ィ Ｄ Ｖ Ｄ な ど の 電 気 製 品 は 、 す べ て 移 動 化 と 携 帯 化 の 方 向 に 発 展 し 、 液 晶 デ ィ ス プ レ  
イ が 配 置 さ れ 、 し か も 機 能 が 絶 え ず 増 加 し 、 液 晶 画 面 が 絶 え ず 増 大 し て 、 電 池 全 体 の エ ネ  
ル ギ ー 密 度 に 対 す る 要 求 も ま す ま す 高 く な っ て い る 。   
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 携 帯 電 話 の ス チ ー ル シ ェ ル 電 池 は 、 現 在 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る ア ル ミ ニ ウ ム プ ラ  
ス チ ッ ク フ ィ ル ム ソ フ ト パ ッ ク 電 池 に 比 べ て 以 下 の 利 点 が あ る 。   
【 ０ ０ ０ ４ 】
１ 、 頂 部 と 側 面 の シ ー ル エ ッ ジ の 幅 を 減 少 さ せ 、 ス ペ ー ス 利 用 率 を 高 め 、 電 池 セ ル の エ ネ  
ル ギ ー 密 度 を よ り 高 く す る 。   
【 ０ ０ ０ ５ 】
２ 、 安 全 性 が 高 く 、 電 池 セ ル が 極 限 環 境 に お い て 高 い 信 頼 性 の 優 位 性 を 持 っ て い る 。   
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ れ に よ り 、 ス チ ー ル シ ェ ル 電 池 は 、 広 い 発 展 の 見 通 し を 持 っ て い る が 、 図 １ に 示 す よ う  
に 、 従 来 の 携 帯 電 話 の ス チ ー ル シ ェ ル 電 池 は 、 フ ラ ン ジ エ ッ ジ 付 き の 筐 体 を よ く 採 用 し て  
お り 、 フ ラ ン ジ エ ッ ジ の 突 出 部 分 が 電 池 全 体 の エ ネ ル ギ ー 密 度 を 低 下 さ せ る と と も に 、 該  
構 造 筐 体 の 頂 部 の コ ー ナ Ｒ 領 域 が 内 部 の 電 池 セ ル を 押 さ え 、 電 池 セ ル の 安 全 性 能 に 影 響 を  
与 え る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 考 案 の 目 的 は 、 従 来 の ス チ ー ル シ ェ ル 電 池 の エ ネ ル ギ ー 密 度 が 低 い と い う 課 題 を 解 決 し  
、 ス チ ー ル シ ェ ル 電 池 全 体 の エ ネ ル ギ ー 密 度 を 高 め 、 電 池 ハ ウ ジ ン グ の 頂 部 の コ ー ナ Ｒ 領  
域 が 電 池 セ ル を 押 さ え る リ ス ク を 回 避 す る た め に 、 電 池 ハ ウ ジ ン グ 、 リ チ ウ ム 電 池 及 び そ  
の 電 子 製 品 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 実 現 す る た め に 、 本 考 案 は 、 以 下 の 技 術 案 を 採 用 す る 。 電 池 ハ ウ ジ ン グ で あ  
っ て 、 内 部 に 収 容 室 が 設 置 さ れ 、 上 下 両 端 が そ れ ぞ れ 開 放 さ れ 、 側 壁 に 第 １ 貫 通 穴 が 開 け  
ら れ る 筐 体 と 、 前 記 筐 体 の 上 端 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 筐 体 の 上 端 の 開 放 口 を カ バ  
ー す る 第 １ カ バ ー プ レ ー ト と 、 前 記 筐 体 の 下 端 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 筐 体 の 下 端  
の 開 放 口 を カ バ ー す る 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 前 記 第 １ カ バ ー プ レ ー ト 及 び 前 記 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト の う ち の 少 な く と も １ つ  
に は 防 爆 装 置 が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 前 記 筐 体 側 壁 に は 注 液 孔 が 開 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 前 記 第 １ カ バ ー プ レ ー ト 及 び 前 記 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト は 、 矩 形 又 は 円 形 構 造 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 筐 体 の 厚 さ は 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 リ チ ウ ム 電 池 で あ っ て 、 上 記 電 池 ハ ウ ジ ン グ 、 電 池 セ ル 、 第 １ 接 続 部 材 及 び 第 ２ 接 続 部  
材 を 含 み 、 前 記 電 池 セ ル は 、 前 記 収 容 室 内 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 １ 接 続 部 材 は  
、 前 記 第 １ 貫 通 穴 に 挿 着 さ れ 、 前 記 第 ２ 接 続 部 材 は 、 前 記 筐 体 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ る  
。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 考 案 に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 の さ ら な る 改 良 と し て は 、 前 記 電 池 セ ル に は 第 １ タ ブ 及 び  
第 ２ タ ブ が 設 置 さ れ 、 前 記 第 １ タ ブ は 、 前 記 第 １ 接 続 部 材 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２  
タ ブ は 、 前 記 筐 体 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 の さ ら な る 改 良 と し て は 、 前 記 第 １ 接 続 部 材 は 、 接 続 シ ー  
ト 、 第 １ 絶 縁 シ ー ト 、 第 ２ 絶 縁 シ ー ト 及 び ポ ス ト を 含 み 、 前 記 接 続 シ ー ト 及 び 前 記 第 １ 絶  
縁 シ ー ト は 、 前 記 筐 体 内 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 ２ 絶 縁 シ ー ト は 、 前 記 筐 体 の 外  
に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ポ ス ト は 、 前 記 第 ２ 絶 縁 シ ー ト 、 前 記 第 １ 貫 通 穴 、 前 記 第  
１ 絶 縁 シ ー ト 及 び 前 記 接 続 シ ー ト を 順 に 貫 通 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 の さ ら な る 改 良 と し て は 、 前 記 第 ２ 接 続 部 材 は 、 ニ ッ ケ ル  
シ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 電 子 製 品 で あ っ て 、 上 記 リ チ ウ ム 電 池 を 含 む 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 考 案 の 有 益 な 効 果 は 、 以 下 の と お り で あ る 。 電 池 ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 内 部 に 収 容 室  
が 設 置 さ れ 、 上 下 両 端 が そ れ ぞ れ 開 放 さ れ 、 側 壁 に 第 １ 貫 通 穴 が 開 け ら れ る 筐 体 と 、 前 記  
筐 体 の 上 端 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 筐 体 の 上 端 の 開 放 口 を カ バ ー す る 第 １ カ バ ー プ  
レ ー ト と 、 前 記 筐 体 の 下 端 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 筐 体 の 下 端 の 開 放 口 を カ バ ー す  
る 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト と を 含 む 。 本 考 案 で は 、 第 １ カ バ ー プ レ ー ト 及 び 第 ２ カ バ ー プ レ ー  
ト は 、 そ れ ぞ れ 筐 体 の 上 下 端 と 合 い 、 レ ー ザ ー 溶 接 技 術 で 第 １ カ バ ー プ レ ー ト と 第 ２ カ バ  
ー プ レ ー ト と 筐 体 と を 一 体 に 溶 接 す る こ と で 、 収 容 室 が シ ー ル ス ペ ー ス を 形 成 し 、 筐 体 に  
フ ラ ン ジ エ ッ ジ を 設 置 す る 必 要 が な く 、 電 池 全 体 の エ ネ ル ギ ー 密 度 を 高 め 、 ま た 、 第 １ カ  
バ ー プ レ ー ト 及 び 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト を 採 用 し て そ れ ぞ れ 筐 体 の 上 下 両 端 を シ ー ル す る た  
め 、 筐 体 と 第 １ カ バ ー プ レ ー ト と の 間 の 接 触 面 、 及 び 、 筐 体 と 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト と の 間  
の 接 触 面 が 水 平 状 態 に あ り 、 従 来 の 電 池 ハ ウ ジ ン グ に 比 べ て 、 円 弧 状 遷 移 面 を 設 置 す る 必  
要 が な く 、 電 池 ハ ウ ジ ン グ の 頂 部 の コ ー ナ Ｒ 領 域 が 電 池 セ ル を 押 さ え る リ ス ク を 回 避 し 、  
電 池 の 使 用 安 全 性 を 高 め 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 の 携 帯 電 話 の ス チ ー ル シ ェ ル 電 池 の ハ ウ ジ ン グ 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 実 施 例 １ に お け る 電 池 ハ ウ ジ ン グ の 構 造 概 略 図 の そ の １ で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 実 施 例 １ に お け る 電 池 ハ ウ ジ ン グ の 構 造 概 略 図 の そ の ２ で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 実 施 例 ２ に お け る リ チ ウ ム 電 池 の 構 造 概 略 図 の そ の １ で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 実 施 例 ２ に お け る リ チ ウ ム 電 池 の 構 造 概 略 図 の そ の ２ で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 実 施 例 ２ に お け る リ チ ウ ム 電 池 の 構 造 概 略 図 の そ の ３ で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 実 施 例 ２ に お け る リ チ ウ ム 電 池 の 構 造 概 略 図 の そ の ４ で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 出 願 の 記 述 に お い て 、 理 解 す べ き こ と と し て 、 用 語 の 「 上 」 、 「 下 」 、 「 前 」 、 「 後 」  
、 「 左 」 、 「 右 」 、 「 水 平 」 な ど が 指 示 す る 方 位 又 は 位 置 関 係 は 、 図 面 に 示 す 方 位 又 は 位  
置 関 係 に 基 づ く も の で あ り 、 単 に 本 考 案 を 説 明 し 及 び 説 明 を 容 易 に す る た め の も の に す ぎ  
ず 、 指 す 装 置 又 は 要 素 が 特 定 の 方 位 を 有 し た り 、 特 定 の 方 位 で 構 成 さ れ た り 、 操 作 さ れ た  
り し な け れ ば な ら な い こ と を 指 示 し た り 暗 示 し た り す る た め の も の で は な く 、 本 考 案 に 対  
す る 制 限 と 理 解 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 出 願 の 記 述 に お い て 、 用 語 の 「 第 １ 」 、 「 第 ２ 」 、 「 第 ３ 」 は 、 特 に 明 確 な 規 定 及 び  
限 定 が な い 限 り 、 説 明 の 目 的 の た め に の み 使 用 さ れ 、 相 対 的 な 重 要 性 を 指 示 す る 又 は 暗 示  
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す る た め の も の と 理 解 し て は い け な い 。 用 語 の 「 複 数 」 は 、 ２ つ 以 上 を 意 味 す る 。 特 に 規  
定 や 説 明 が な い 限 り 、 用 語 の 「 接 続 」 、 「 固 定 」 な ど は 、 広 義 に 理 解 す べ き で あ る 。 例 え  
ば 、 「 接 続 」 は 、 固 定 接 続 で あ っ て も よ い し 、 取 り 外 し 可 能 な 接 続 で あ っ て も よ い し 、 一  
体 的 接 続 で あ っ て も よ い し 、 電 気 的 接 続 で あ っ て も よ い 。 「 接 続 」 は 、 直 接 接 続 で あ っ て  
も よ い し 、 中 間 媒 体 を 介 す る 間 接 的 接 続 で あ っ て も よ い 。 本 明 細 書 に お け る 上 記 用 語 の 具  
体 的 な 意 味 は 、 当 業 者 に と っ て は 、 状 況 に 応 じ て 理 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 考 案 の 記 述 に お い て 、 用 語 の 「 取 付 」 、 「 連 結 」 、 「 接 続 」 、 「 固 定 」 は 、 特 に 明 確  
な 規 定 と 限 定 が な い 限 り 、 広 義 に 理 解 す べ き で あ り 、 例 え ば 、 固 定 接 続 で あ っ て も よ い し  
、 取 り 外 し 可 能 な 接 続 で あ っ て も よ い し 、 一 体 に な っ て い て も よ い し 、 機 械 的 接 続 で あ っ  
て も よ い し 、 電 気 的 接 続 で あ っ て も よ い し 、 直 接 的 接 続 で あ っ て も よ い し 、 中 間 媒 体 を 介  
す る 間 接 的 接 続 で あ っ て も よ い し 、 ２ つ の 要 素 の 内 部 の 連 通 や ２ つ の 要 素 の 相 互 作 用 関 係  
で あ っ て も よ い 。 当 業 者 で あ れ ば 、 具 体 的 な 状 況 に 応 じ て 、 本 考 案 に お け る 上 記 用 語 の 具  
体 的 な 意 味 を 具 体 的 に 理 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 １
　 図 ２ ～ ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 １ に よ る 電 池 ハ ウ ジ ン グ は 、 内 部 に 収 容 室 が 設 置 さ れ  
、 上 下 両 端 が そ れ ぞ れ 開 放 さ れ 、 側 壁 に 第 １ 貫 通 穴 １ １ が 開 け ら れ る 筐 体 １ と 、 筐 体 １ の  
上 端 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 筐 体 １ の 上 端 の 開 放 口 を カ バ ー す る 第 １ カ バ ー プ レ ー ト ２  
と 、 筐 体 １ の 下 端 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 筐 体 １ の 下 端 の 開 放 口 を カ バ ー す る 第 ２ カ バ  
ー プ レ ー ト ３ と を 含 む 。 本 考 案 で は 、 第 １ カ バ ー プ レ ー ト ２ 及 び 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト ３ は  
、 そ れ ぞ れ 筐 体 １ の 上 下 端 と 合 い 、 レ ー ザ ー 溶 接 技 術 で 第 １ カ バ ー プ レ ー ト ２ と 第 ２ カ バ  
ー プ レ ー ト ３ と 筐 体 １ と を 一 体 に 溶 接 す る こ と で 、 収 容 室 が シ ー ル ス ペ ー ス を 形 成 し 、 筐  
体 １ に フ ラ ン ジ エ ッ ジ を 設 置 す る 必 要 が な く 、 電 池 全 体 の エ ネ ル ギ ー 密 度 を 高 め 、 ま た 、  
第 １ カ バ ー プ レ ー ト ２ 及 び 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト ３ を 採 用 し て そ れ ぞ れ 筐 体 １ の 上 下 両 端 を  
シ ー ル す る た め 、 筐 体 １ と 第 １ カ バ ー プ レ ー ト ２ と の 間 の 接 触 面 、 及 び 、 筐 体 １ と 第 ２ カ  
バ ー プ レ ー ト ３ と の 間 の 接 触 面 が 水 平 状 態 に あ り 、 従 来 の 電 池 ハ ウ ジ ン グ に 比 べ て 、 円 弧  
状 遷 移 面 を 設 置 す る 必 要 が な く 、 電 池 ハ ウ ジ ン グ の 頂 部 の コ ー ナ Ｒ 領 域 が 電 池 セ ル ４ を 押  
さ え る リ ス ク を 回 避 し 、 電 池 の 使 用 安 全 性 を 高 め 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し く は 、 リ チ ウ ム 電 池 に 異 常 が 発 生 し た 場 合 に そ の 内 部 に 発 生 す る 大 量 の ガ ス に よ  
り リ チ ウ ム 電 池 の 内 圧 が 急 激 に 増 大 し 、 さ ら に リ チ ウ ム 電 池 の 爆 発 事 故 を 招 く こ と を 回 避  
す る た め に 、 第 １ カ バ ー プ レ ー ト ２ 及 び 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト ３ の う ち の 少 な く と も １ つ に  
は 防 爆 装 置 が 設 置 さ れ 、 具 体 的 に は 、 防 爆 装 置 は 、 防 爆 弁 又 は 防 爆 模 様 で あ り 、 防 爆 装 置  
は 、 本 実 施 例 １ に 挙 げ ら れ た タ イ プ に 限 定 さ れ ず 、 実 際 の 必 要 に 応 じ て 従 来 技 術 か ら 選 択  
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 好 ま し く は 、 筐 体 １ の 側 壁 に は 、 電 解 液 の 注 入 を 容 易 に す る 注 液 孔 １ ２ が 開 け ら れ る 。  
本 実 施 例 １ で は 、 注 液 孔 １ ２ と 第 １ 貫 通 穴 １ １ と は 、 並 設 さ れ 、 注 液 孔 １ ２ は 、 円 柱 形 構  
造 を 呈 し 、 そ の 内 部 に は シ ー ル プ ラ グ ７ が 挿 着 さ れ 、 シ ー ル プ ラ グ ７ は 、 Ｔ 型 構 造 を 呈 し  
、 プ ラ グ キ ャ ッ プ 及 び プ ラ グ 体 を 含 み 、 プ ラ グ キ ャ ッ プ の 直 径 が プ ラ グ 体 の 直 径 よ り も 大  
き く 、 ま た 、 プ ラ グ 体 の 直 径 が 注 液 孔 １ ２ の 直 径 よ り も 大 き く 、 注 液 が 完 了 す る と 、 プ ラ  
グ 体 は 、 注 液 孔 １ ２ 内 に 挿 入 さ れ 、 プ ラ グ 体 と 注 液 孔 １ ２ と は 、 締 ま り 嵌 合 さ れ 、 こ の 構  
造 設 計 に よ り 、 筐 体 １ の シ ー ル 性 能 を 強 化 し 、 筐 体 １ 内 の 電 解 液 と 外 気 と の 接 触 を 回 避 す  
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 例 １ で は 、 第 １ カ バ ー プ レ ー ト ２ の 長 さ は 、 筐 体 １ の 上 端 面 の 長 さ に 等 し く 、 第  
１ カ バ ー プ レ ー ト ２ の 幅 は 、 筐 体 １ の 上 端 面 の 幅 に 等 し く 、 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト ３ の 長 さ  
は 、 筐 体 １ の 下 端 面 の 長 さ に 等 し く 、 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト ３ の 幅 は 、 筐 体 １ の 下 端 面 の 幅  
に 等 し く 、 第 １ カ バ ー プ レ ー ト ２ 及 び 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト ３ の 構 造 は 、 筐 体 １ の 構 造 設 計  
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と 合 い 、 矩 形 構 造 又 は 円 形 構 造 で あ っ て も よ く 、 そ れ に よ り 、 第 １ カ バ ー プ レ ー ト ２ 及 び  
第 ２ カ バ ー プ レ ー ト ３ が 筐 体 １ の 上 下 両 端 を 完 全 に カ バ ー す る こ と を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 筐 体 １ の 厚 さ は 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。 こ の 構 造 設 計 に よ り 、 筐 体 １  
は 、 そ の 内 部 に 取 り 付 け ら れ る 電 池 セ ル ４ の 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き 、 ま た 、 電 池 の  
体 積 を 低 下 さ せ 、 電 池 全 体 の エ ネ ル ギ ー 密 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 施 例 ２
　 図 ４ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 ２ に よ る リ チ ウ ム 電 池 は 、 実 施 例 １ の 電 池 ハ ウ ジ ン  
グ 、 電 池 セ ル ４ 、 第 １ 接 続 部 材 ５ 及 び 第 ２ 接 続 部 材 ６ を 含 み 、 電 池 セ ル ４ は 、 収 容 室 内 に  
固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 第 １ 接 続 部 材 ５ は 、 第 １ 貫 通 穴 １ １ に 挿 着 さ れ 、 第 ２ 接 続 部 材 ６  
は 、 筐 体 １ に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 電 池 セ ル ４ は 、 正 極 シ ー ト 、 セ パ レ ー タ 及 び 負 極 シ ー ト を 含 み 、 負 極 シ ー ト と 、 セ パ レ  
ー タ と 、 正 極 シ ー ト と を 順 に 積 層 し て 巻 回 し て な る か 、 又 は 、 負 極 シ ー ト と 、 セ パ レ ー タ  
と 、 正 極 シ ー ト と を 順 に 積 層 し て な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 好 ま し く は 、 電 池 セ ル ４ に は 第 １ タ ブ 及 び 第 ２ タ ブ が 設 置 さ れ 、 第 １ タ ブ は 、 第 １ 接 続  
部 材 ５ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 第 ２ タ ブ は 、 筐 体 １ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ 接 続 部 材 ５ は 、 接 続 シ ー ト ５ １ 、 第 １ 絶 縁 シ ー ト ５ ２ 、 第 ２ 絶 縁 シ ー  
ト ５ ３ 及 び ポ ス ト ５ ４ を 含 み 、 接 続 シ ー ト ５ １ 及 び 第 １ 絶 縁 シ ー ト ５ ２ は 、 筐 体 １ 内 に 固  
定 し て 取 り 付 け ら れ 、 第 ２ 絶 縁 シ ー ト ５ ３ は 、 筐 体 １ の 外 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 ポ ス  
ト ５ ４ は 、 第 ２ 絶 縁 シ ー ト ５ ３ 、 第 １ 貫 通 穴 、 第 １ 絶 縁 シ ー ト ５ ２ 及 び 接 続 シ ー ト ５ １ を  
順 に 貫 通 す る 。 接 続 シ ー ト ５ １ 及 び ポ ス ト ５ ４ は 、 い ず れ も ア ル ミ ニ ウ ム 材 料 で 製 造 さ れ  
、 第 １ 絶 縁 シ ー ト ５ ２ 及 び 第 ２ 絶 縁 シ ー ト ５ ３ は 、 天 然 ゴ ム 、 ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、  
ポ リ ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム 、 ポ リ イ ソ プ レ ン ゴ ム 、 ニ ト リ ル ゴ ム 、 ブ チ ル ゴ  
ム 、 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ゴ ム 、 ポ リ ウ レ タ ン ゴ ム 、 ク ロ ロ ス ル ホ ン 化 ポ リ エ チ レ ン ゴ ム 、  
塩 素 化 ポ リ エ チ レ ン ゴ ム 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 フ ッ 素 ゴ ム 、 ポ リ ス ル フ ィ ド ゴ ム 、 ポ リ ア ク  
リ ル ゴ ム 、 ポ リ エ ー テ ル ゴ ム 、 水 素 化 ニ ト リ ル ゴ ム 、 フ ッ 素 化 ホ ス フ ァ ゼ ン ゴ ム 、 パ ー フ  
ル オ ロ エ ー テ ル ゴ ム 、 ト リ ア ジ ン ゴ ム 、 ボ ロ ン シ リ コ ン ゴ ム 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ リ デ ン 樹 脂 、  
ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン 樹 脂 、 ポ リ ス チ レ ン 樹 脂 、 ナ イ ロ ン 樹 脂 、 ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー  
ト 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹  
脂 、 酢 酸 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 ポ リ  
オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 ス チ レ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 及 び 、 ポ リ エ ス  
テ ル 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー の う ち の い ず れ か １ つ 又 は 複 数 の 組 み 合 わ せ を 含 む が 、 そ れ  
ら に 限 ら な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 考 案 に よ る リ チ ウ ム 電 池 で は 、 ポ ス ト ５ ４ は 、 接 続 シ ー ト  
５ １ を 貫 通 し 且 つ 収 容 室 内 へ 延 在 し て 一 部 が 凸 出 し 、 熱 圧 成 形 プ ロ セ ス （ か し め ） を 用 い  
る 場 合 に 、 Ｔ 型 構 造 か ら Ｉ 型 構 造 に 変 わ り 、 そ れ に よ り 、 電 池 の 構 造 堅 牢 性 を 高 め 、 電 池  
の シ ー ル 性 能 も 高 め る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 好 ま し く は 、 第 ２ 接 続 部 材 ６ は 、 ニ ッ ケ ル シ ー ト で あ る 。 第 ２ 接 続 部 材 ６ と 第 １ 接 続 部  
材 ５ と は 、 同 一 側 に 設 置 さ れ る か 又 は 異 な る 側 に 設 置 さ れ 、 第 ２ 接 続 部 材 ６ は 、 レ ー ザ ー  
溶 接 技 術 に よ り 筐 体 １ に 溶 接 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 実 施 例 ３
　 本 実 施 例 ３ に よ る 電 子 製 品 は 、 実 施 例 ２ の リ チ ウ ム 電 池 を 含 む 。 本 実 施 例 ３ に よ る 電 子  
製 品 は 、 携 帯 電 話 、 タ ブ レ ッ ト や コ ン ピ ュ ー タ な ど で あ っ て も よ い 。 こ こ で 、 電 子 製 品 の  
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タ イ プ を 具 体 的 に 限 定 し な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 理 解 す べ き こ と と し て 、 本 明 細 書 で は 、 実 施 形 態 に 従 っ て 説 明 し た が 、 各 実 施 形  
態 は 、 １ つ の 独 立 し た 技 術 案 の み を 含 む わ け で は な く 、 明 細 書 の こ の よ う な 記 述 の 形 は 、  
単 に 明 確 に す る た め の も の に す ぎ ず 、 当 業 者 は 、 明 細 書 を 全 体 と す べ き で あ り 、 各 実 施 例  
の 技 術 案 も 適 切 に 組 み 合 わ せ て 、 当 業 者 が 理 解 で き る 他 の 実 施 形 態 を 形 成 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 明 細 書 の 開 示 及 び 教 示 に よ れ ば 、 本 考 案 の 属 す る 分 野 の 当 業 者 は 、 上 記 実 施 形 態 を  
変 更 及 び 修 正 す る こ と も で き る 。 し た が っ て 、 本 考 案 は 、 上 記 具 体 的 な 実 施 形 態 に 限 定 さ  
れ る も の で は な く 、 当 業 者 が 本 考 案 に 基 づ い て 行 っ た い か な る 明 ら か な 改 良 、 置 換 又 は 変  
形 も 本 考 案 の 保 護 範 囲 に 属 す る 。 さ ら に 、 本 明 細 書 で は 、 特 定 の 用 語 が い く つ か 使 用 さ れ  
て い る が 、 こ れ ら の 用 語 は 、 単 に 説 明 の 便 宜 上 で あ り 、 本 考 案 の 構 成 に つ い て は 何 ら 制 限  
し な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ － 筐 体
　 １ １ － 第 １ 貫 通 穴
　 １ ２ － 注 液 孔
　 ２ － 第 １ カ バ ー プ レ ー ト
　 ３ － 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト
　 ４ － 電 池 セ ル
　 ５ － 第 １ 接 続 部 材
　 ５ １ － 接 続 シ ー ト
　 ５ ２ － 第 １ 絶 縁 シ ー ト
　 ５ ３ － 第 ２ 絶 縁 シ ー ト
　 ５ ４ － ポ ス ト
　 ６ － 第 ２ 接 続 部 材
　 ７ － シ ー ル プ ラ グ 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 4 月 1 0 日 ( 2 0 2 3 . 4 . 1 0 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 池 ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、
　 内 部 に 収 容 室 が 設 置 さ れ 、 上 下 両 端 が そ れ ぞ れ 開 放 さ れ 、 側 壁 に 第 １ 貫 通 穴 が 開 け ら れ  
る 筐 体 と 、
　 前 記 筐 体 の 上 端 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 筐 体 の 上 端 の 開 放 口 を カ バ ー す る 第 １ カ  
バ ー プ レ ー ト と 、
　 前 記 筐 体 の 下 端 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 筐 体 の 下 端 の 開 放 口 を カ バ ー す る 第 ２ カ  
バ ー プ レ ー ト と を 含 み 、
  前 記 第 １ カ バ ー プ レ ー ト は 、 前 記 筐 体 の 上 端 の 端 面 に 溶 接 さ れ 、 前 記 第 ２ カ バ ー プ レ ー  
ト は 、 前 記 筐 体 の 下 端 の 端 面 に 溶 接 さ れ 、 前 記 筐 体 と 前 記 第 １ カ バ ー プ レ ー ト と の 間 の 接  
触 面 は 、 水 平 平 面 で あ り 、 前 記 筐 体 と 前 記 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト と の 間 の 接 触 面 は 、 水 平 平  
面 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 電 池 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ カ バ ー プ レ ー ト 及 び 前 記 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト の う ち の 少 な く と も １ つ に は 防 爆  
装 置 が 設 置 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 筐 体 の 側 壁 に は 注 液 孔 が 開 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 ハ ウ  
ジ ン グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ カ バ ー プ レ ー ト 及 び 前 記 第 ２ カ バ ー プ レ ー ト は 、 矩 形 又 は 円 形 構 造 で あ る 、 こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 筐 体 の 厚 さ は 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の  
電 池 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 リ チ ウ ム 電 池 で あ っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 ハ ウ ジ ン グ 、 電 池 セ ル 、 第 １ 接 続 部 材 及  
び 第 ２ 接 続 部 材 を 含 み 、 前 記 電 池 セ ル は 、 前 記 収 容 室 内 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第  
１ 接 続 部 材 は 、 前 記 第 １ 貫 通 穴 に 挿 着 さ れ 、 前 記 第 ２ 接 続 部 材 は 、 前 記 筐 体 に 固 定 し て 取  
り 付 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る リ チ ウ ム 電 池 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 電 池 セ ル に は 第 １ タ ブ 及 び 第 ２ タ ブ が 設 置 さ れ 、 前 記 第 １ タ ブ は 、 前 記 第 １ 接 続 部  
材 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ タ ブ は 、 前 記 筐 体 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 ６ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 接 続 部 材 は 、 接 続 シ ー ト 、 第 １ 絶 縁 シ ー ト 、 第 ２ 絶 縁 シ ー ト 及 び ポ ス ト を 含 み  
、 前 記 接 続 シ ー ト 及 び 前 記 第 １ 絶 縁 シ ー ト は 、 前 記 筐 体 内 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記  
第 ２ 絶 縁 シ ー ト は 、 前 記 筐 体 の 外 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ポ ス ト は 、 前 記 第 ２ 絶 縁  
シ ー ト 、 前 記 第 １ 貫 通 穴 、 前 記 第 １ 絶 縁 シ ー ト 及 び 前 記 接 続 シ ー ト を 順 に 貫 通 す る 、 こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ 接 続 部 材 は 、 ニ ッ ケ ル シ ー ト で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の リ チ  
ウ ム 電 池 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 電 子 製 品 で あ っ て 、 請 求 項 ６ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 電 子 製 品  
。
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